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近年，Dinaphthothienothiophene (DNTT)やその誘導体は高いキャリア移動度と安定性を有することか

ら電界効果トランジスタ材料として注目されている．しかし，これらの多結晶薄膜においては，グレインの

分子配向や結晶粒界がデバイスの性能に影響を与えることから[1]，薄膜の成長機構の解明と制御を行う

ことが重要である．そこで，本研究では分子配向の可視化を目的として，真空蒸着法によって基板上に

Diphenyl (DPh)-DNTTの単層二次元核を成長させ，偏光顕微鏡により観察した． 

サンプルは熱酸化シリコン基板の表面を蒸着前に約 3 nm，フッ化水素酸によってエッチングを行い，

基板温度を 185 ℃にして，~1×10−4 Paの減圧下，0.05 Å/sの蒸着速度で，DPh-DNTTを昇華させて，単

層二次元核を基板上に成長させた[2]．図 1(a)に光学顕微鏡の暗視野像を示す．挿し絵に示した AFM

の高さ像からも平坦な二次元核が確認できる．また，二次元核の形は，長軸と短軸を持ったフラクタル構

造であり，基板上に無秩序に配向している．図 1(b-d)は同じ場所を偏光顕微鏡のクロスニコルを用いて観

察した画像である．白色光下で得られる画像は色のコントラストが弱く，結晶がはっきりと見られなかった

ため，画像処理によってコントラストを高め，最終的に 8 ビットのモノクロ画像に変換した．図 1(b)はアナラ

イザーとポラライザーが直交するように配置して得られた画像であるが，一部の二次元核が基板より暗くな

っている．一方，ポラライザーをわずかにα=±5°だけ回転させると，図1(c, d)に示すように，基板の色に

対し，一部の核が明るくなり，コントラストがα=0°のときより上がる．また，それらの明暗はポラライザーの

回転角度により逆転することが確認できる．そこで，黒を 0，白を 255，基板の色の平均値を基準値 I0とし

て，100個以上の二次元核の色(I)を分析した．図 2に図 1(a)中で定義した核の長軸の角度θに対するコ

ントラストを示す．縦軸の値が高いほど黒い粒子を示す．α=0°では 90°間隔で消失位が見られるが，

α=±5°では，θ=±45°で二次元核の明暗が強くなっている．図中の実線は二次元核を光学的異方

性結晶と見なして計算を行った解析解であるが[3]，長軸方向と短軸方向の光の吸収係数に異方性を持

たせたときのみ実験結果と一致した．以上の結果から，DPh-DNTT の二次元核は高い秩序で分子が基

板上に立ち並び，優先成長方位をもって形成したと考えられる． 
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Fig. 1 Dark-Field optical microscopy image (a) and polarizing
microscopy images with cross nicols (b–d). The polarizer is slightly
rotated from the regular position (c, d). The inset of (a) is AFM image.

Fig. 2 Color contrast depends on the
rotation of 2D islands. The solid
lines are theoretical curves.
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